










まとめ 

敗血症,髄膜炎,骨髄炎など重篤な症状を呈した新生児に交換輸血や免疫学的補助療法を行

い,有効であることが確認された。また,炎症に関与する顆粒球や Fibronectin の推移は臨

床経過をよく反映しているため,これらの測定は免疫学的治療法の効果判定に有力な手段

であると結論された。 


